






























































































































































下にニューヨークで立ち上がった。当初の参加は??カ国と ? 国連機関であったが、第 ? 回目（????












































































































































国際公共政策研究 第3巻第  号
フの挿入をロシアや中国の消極姿勢にも拘らず実現した（パラ ? ）?）。安保理の文書（決議、????
等）において人間の安全保障が言及されたのは ? 度目のことである。前の ? 回はいずれも西アフリ











































の考えに立った対話とコミュニケーションによるボトムアップ・アプローチを ? つの行動原則の ?
つとしていることである。
７．人間の安全保障と開発問題への視座























































































国際公共政策研究 第3巻第  号
非公式テーマ別討論において、さらに概念の主流化と協力の機運が盛り上がることが期待される。
　国連において日本は、????年 ? 月から ? 年間平和構築委員会（???）の議長を務めている。平和
構築は、紛争に逆戻りすることのないような社会や国づくりをする、そして復興･開発にいたる過
渡期を国際社会が統合戦略に従って支援することがその中身である。平和維持（???）から平和
構築にいたる間および平和構築から復興･開発の段階に至るまでの間のギャップが生じることな
く、切れ目なくプロセスの進展を管理することが国連と国際社会に与えられた課題である。この平
和構築と人間の安全保障がどのような関係にあるかについては、まだ定まった考え方はないが、平
和構築は紛争に逆戻りしないような「人づくり」と「国造り」を目指していると考えれば、人間の
安全保障の考え方が果たす役割は大きい。人間の安全保障委員会報告書は、人間の安全保障を平和、
安全保障、開発を統合する概念としてとらえている。それはまた、開発、平和、人権を統合的にと
らえようとするアナン前事務総長が、その報告書『より大きな自由』（?????????????????）の中
で示した考えでもある。人間の安全保障を実現する国こそが紛争に逆戻りしない国であるとすれ
ば、平和構築は人間の安全保障を実現するプロセスに他ならない。
　今後の課題は、人間の安全保障フレンズを中心に加盟国間の協力をどのように強化していくかで
ある。「欠乏からの自由」と「恐怖からの自由」の双方に焦点を当てつつ、開発、平和、人権の問
題をいかに有機的に結び付け、統合していくのかという問いに対する答を、考えを同じくする国々
と共同で見出す努力の継続が最も重要となる。そのプロセスの中から、現在改革が叫ばれている国
連システムを一貫性のある、効果的なものに作り変えていくことができれば、人間の安全保障は単
なる概念にとどまらない、国連という制度的な保障を伴う国際公共財に進化させることも可能であ
ろう。今我々は、国連をひとつの舞台として人間の安全保障が国際公共政策に発展しつつあること
に勇気づけられるのである。
（本稿は個人の意見を表明したものである）
　本稿は????年 ? 月??日　大阪大学中之島センターで行われた?????国際シンポジウム「人間の安
全保障と国際公共政策の将来」　パネルⅡ　「人間の安全保障のための政策と将来の課題」で報告し
たものある。
